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体とする論理をB値論理と呼ぶ｡Bの最大元 Ⅰは "真〝を,最小元0は "偽〝を表わす｡0でもⅠでもな
いBの元は中間的な真理値を表わす｡B値論理に基く数学は,数学の命題をScott-SolovayのB値普遍





















状態空間 H-∫◎LK(i)A(d}) 同 左
観測量 A-J◎A(i)A(dl) 同 左
状態 p-∫◎p(i)p(dl) p -∫㊤f(i)p(i)p(dl)
期待値 Tr[A(i)p(i)]ス JTr[A(i)p(i)]f(i)FE(dl)
時間発展 pt(i)-e-itH(i)p(i)eitH(i) 同 左
スカラ一畳 a-l㊤a(i)Ip(d}) aⅠ(a:実数 )
(但し, (A(i)),(H(i))は自己共役作用素の族, tp(i))は密度作用素の族, i(i)は密度
関数, a(i)は実数値可測関数を表わす｡)
この表は,量子力学のB値論理化が,量子力学に連続超選択則を加えた理論と大変よく似ていることを
示している｡この対応は "状態空間〝, "観測量〝,及び "時間発展〝について完全であるが, "状態〝
及び "期待値〝については完全でない｡また,B値量子力学では "スカラ一畳〝であるものが,連続超選
択則によって導入された "巨視的物理量〝に対応しているOこれらのことは,確率密度 f(i)及び,その
平均操作が理論のBoole値論理化に含まれない新しい理論的要素であることを示している｡
ところで,Ⅴ恥の構文論から,通常の定理を上表の翻訳規則に従って翻訳したものは再び新しい定理に
なるので,このことを利用して,従来の量子力学の定理を連続超選択則をみたす量子力学系に対する定理
に翻訳できる｡例えば,観測に伴う合成系のユニタリ変換では,干渉項の消滅が起こらないとするWig-
ner-Fineの定理は,B値量子力学に対して翻訳されて定理となる｡しかし,翻訳規則は期待値の計算に
関して,連続超選択則の理論に対しては完全な対応を与えていないから,こちらの理論に関しては,この
nO-go定理を免れる可能性が残る.MNA理論がこのnO-go定理を免れている理由は,量子力学のB値●
解釈に含まれていない,新しい理論的要素である確率密度 f(i)による平均操作とそれに伴うRiemann-
Lebesgueの定理の成立によると述べることができよう｡つまり,柳瀬氏の構想に従って,論理の多値論
理化を実行した時に,自然に得られるものがB値量子力学であり,MNA理論は,それを更にf(i)によ
る平均操作がっけ加わっていると結論される｡
このようにして,Boole値論理による量子力学の拡張は,MNA理論の認識論的基礎を理論の多値論理
化という観点から明らかにするだけでなく,理論の構文論的側面を明らかにする上でも有効な道具と考え
ることができる｡我々の経験を記述する一般論的方法論の観点からも,理論の多値論理化 をこのように
Boole値解析を利用して,いわば自動的に実現させることは,実りの多い方法であると思われる｡
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